
令和５年度の活動は…「あるべき理想の姿」に向けての⼟台づくり

新⼈事給与統合
システムの検討

複雑化する規則・通知の
⾒直し

各種届出様式の
オンライン化

●ベンダー選定
シェア率の⾼いベンダーの選定
汎⽤型システムへの移⾏
SaaSアプリ等の活⽤
➡令和５年度の検討結果を元に
令和6年度以降契約⼿続き開始
令和8年度導⼊を⽬指す

⼈事給与統合システム

教職員からの申請雇⽤予定者からの届出

事務担当者

⼈事系業務の「あるべき理想の姿」

申請・届出の内容がワンストップで⼈事給与
統合システムへ反映される︕
（申請・届出からシステムへの反映までに、複
数⼈のチェックや事務作業を要しない）

必要な時に、必要な情報を⼈事給与統合シ
ステムから出⼒可能︕

●単⾝赴任⼿当
距離に基づく認定から、定額での
⽀給への変更を検討
●⼊試⼿当・基本給調整額
⼤学を取り巻く状況を踏まえた⼿
当のあり⽅について検討
●通知の集約
➡令和5年度中に⼈事部へ提案

●各種届出（通勤・住居・扶養・
単⾝赴任⼿当）のForms化
●基本給調整額⽀給に係る様式
の簡素化
●証明書発⾏フローの⾃動化
➡令和5年度中に⼈事部と意⾒交
換を⾏い、令和6年度中に新様式
導⼊を⽬指す

令和５年度活動まとめ （人事系オンライン申請ユニット）


